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ブドウ（デラウエア）のジベレリン処理適期拡大と

着色障害呆防止について

安藤　栄寿・木戸　啓二・香山　武司
（山形県園芸試験場）

1　ま　え　が　き

ブドウ（デラウェア）に対するジベレリン処理は，

安定した技術として広く一般に普及している。しかし，

ジベレリンの処理適期の把握がむづかしく，その処理

作業も短期間に終わらなければならない。また，ジベ

レリン処理園において，デラウェアの着色障害巣の発

生が認められる。これは通称シリアガリ，または，ゴ

マシオなどといわれている。

そこで，処理適期の幅を延長することができないか，

また着色障害栗の発生防止について，アミドシソ水和

剤とBA剤（ペソゼルアデニン）を供試して，昭和44

年度から試験を行ってきたので，その概要を報告する。

2　試　験　方　法

アミドシソ水和剤については，デラウェアに対し，

ジべレリソ（100ppm）処理を適期に行い，その後満

開15，25，55日後にアミドシソ2．ODO倍液を動力

噴霧器で，18a当り20比を散布した。

また，BA剤については，デラウェアの満開20，

第1表　　アミドシソの着色障害防止　（1989）

18，14日前にジベレリン100ppm液にBA剤10D

ppm及び200ppmを併用して浸潰処理を行った。

供試規模は，いずれの供試区も大技別に処理を行い，

2反復とした。

1結果枝当りの着房数は，開花前に副穂を摘除し，

2～5房に制限した。

調査は，8月中旬の収穫時に第2果房を20房につ

いて，房重，房長，果粒の肥大，無核果率，着粒数，

青果混入率（着色障害果，無核果）などについて調査

した。

5　試　験　結　果

1　アミドシソ水和剤の着色障害防止効果は，第1

表に示したとおり，対照区に比べいずれの処理時期も

優れた防止効果がみられた。

しかし，満開15，25日後処理に比べ，満開55日

後処理では，青果粒（無核果）の混入割合がやや多く

なる。また，シリアガリ防止効果については，対照区

に比べ，各区とも防止効果がみられ，処理時期が早い

とその防止効果も高い傾向がみられた。

呆　　　 房 果実の肥大 1 粒
当 り
平均重房　 重 房　 長 縦　 径 債　 径

ダ のⅥ （コⅥ c m ダ 粒 浄
′

1 1 4 ，1 1 4 ．7 1．5 6 1．4 ° 2 ．1 7 1．5 1 0 0 ．0 0．5 4

1 5 5 ．9 1 5 ．0 1．4 9 1．4 1 1．9 7 8 ．9 9 鼠 0 0 ．2 5

1 5 5 ．9 1 5 ．0 1．5 0 1．4 5 2 ．0 7 0 ．4 1 0 0 ．0 1．9 8

1 1 0．2 1 4 ．8 1．5 0 1．4 5 1．9 7 0．9 1 0 0 ．0 1 8 ．5 6

アミドシソ処理は，熟期遅延効果も認められ，その

程度は，満開55日後処理区が最も顧著で，対照区に

比べ10～14日くらいの熟期の遅れが観察された。ま

た，満開15，25日後処理区では5～7日の遅れで，

勉埋区間にそれ程大きな差は認められなかった。

2　例年，着色障害の発生する園において，BA剤

とアミドシソを比較した結果は，第2表に示したとお

り，着色障害具の防止効果は8A剤及びアミドシソの

各処理区とも優れているが，BA剤20Dppm処理区は

青果混入率が，やや多いように見受けられた。

これらの果房について，品質調査を行った結果は第

5表に示したとおり，BA剤及びアミドシソのいずれ

の処理区も商品価値の高いブドウを得ることができた。

また，BA剤の両処理区はアミドシソ処理区より，更

に商品性の高い傾向がみられた。
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第2表　　収穫巣の調査結果　（1970）

　 調査 項 目

供 試 薬剤名

果　　　 房 果 実 の肥 大 1 粒 当 り

平 均 重

果　 房　　 当　　 り

糖　 度
房　 童 房　 長

l
縦　 径 横　 径 粒　 数 無 核 果率

青　 果

混 入 率

8 A －10 0＋ B A －100

　 夢

154．5

m 亡7乃 （7乃 グ 粒 　 函 珍

18．915．1 1．44 1．5 5 1．62 94，2 10 0．0 α2

G A －10 0 ＋ちA 一二犯0 12 8．1 12．7 1．55 1．25 1．5 0 10 2．5 9R D 4．2 17 5

8 A プ 苧 ・ドシソ 2．。。。
141．7 14．0 1．4 1 1．55 1．55 10 Z d 10 0．0 2．7 17 0

8 A －10 0 11 1．5 12．5 1．5 7 1．5 1 1．51 85．8 100．0 2 4．9 1Z d

第5表　　果房の品質調査結果　　（1970）

供　試　臭　房　数 健 全 果 房 数

1 5 8　 房 1 4 2 房 （9 1．0 ） 1 4 房 （ 8．9 ）

2 2 7 2 0 9　 （9 2 ．1 ） 1 8　　 （　 Z 9 ）

2 9 5 2 ° 5　 （8 鼠8 ） 1 9　　 （ 8．4 ）

1 8 0 5 0　 （ 1 6 ．7 ） 8 8　　 （4 8 ．9 ）

調査項目
供試薬剤名

商　品　価値　の
な　い　も　の

GA－100＋丑A－100

OA－100＋BA－200

8A－100，アミドシソ2，000

G A　－100

0虜

0

11　（5・7）

82　（54．4）

5　第1回目のジベレリン処理を，満開18，15日　　　着色障害果防止効果については，BA剤100pp皿

前の2回に分けて処理した場合，第4表に示したとお　　の両処理時期とも防止効果は優れているが，20OPpm

り，BA剤100，200ppmとも満開15日前処理が，　　処理区は，青果混入率がやや高く，満開15日前処理

果房の伸びがよく，密着となり果粒の肥大も勝ってい　　区において青果混入の割合が高い傾向を示した。

る。

第4表　　BA剤の着色障害防止効果　（1971）

　 項 目

区 別

房　 重 房　 長

果 実 の 肥 大
1 粒

当 り

平 均 重

果　 房　 当　 り 粒 着 の程 度 （㈲

糖　 度
縦　 径 横　 径 粒　 数

無 核

果 率

青 果

混 入 率
粗 中 密

O A － 10 0 ＋ 5 月 2 8 日

　 r

15 8．4

（一m

14．1

（7乃

1．2 8

のⅥ

1．2 d

　 ㌢

1．6 1

　 粒

9 4．9

　 努

10 0 0

′

0．0 5 0 2 0 5 0 1鼠 4

B A － 1 0 0 5 月 5 1 日 1 5 2 5 14．5 1．5 4 1．4 5 1．9 8 8 5．5 9 9 9 0．4 1 0 5 0 4 D 19 0

G A － 10 0 ＋ 5 月 2 8 日 15 5．4 15．5 1．4 2 1．5 8 1．d O 9 8．8 1 0 0．D 貸 5 0 2 0 8 0 1父0

B A － 2 0 0 5 月 5 1 日 1 8 2．5 1 4．2 1．4 4 1．4 0 1．8 0 9 5．5 10 0．0 1 4．0 0 2 0 8 0 2 0．0

G A － 1 0 0 ＋　B A － 10 0
5 月 5 1 日 1 15．7 1 2．8 1．5 7 1．5 5 1．8 5 8 2．8 9鼠9 1．0 1 0 2 0 70 1鼠 2

アミドシソ 5 月 2 8 日 10 免9 15．5 1．弘 1．5 4 1．5 0 8 5．D 1 0 0．0 二1 d O 5 0 1 0 1R D

2，0 0 0 倍 5 月 5 1 日 9 4．5 1 5 7 1．28 1．2 8 1．5 5 d 8．4 9鼠7 8．8 5 0 5 0 0 1R D

G A － 10 0
5 月 2 8 日 10 5，9 1 5．D 1．5 7 1．5 2 1．5 5 9 5．1 10 0．0 2 4．2 5 0 5 0 4 0 1チ4

5 月 5 1 日 78．9 1 5．2 1．2 9 1．5 0 1．5 5 8 8．8 9 貸0 5 2．0 5 0 4 0 5 0 18．4

4　第1回目のジベレリン処理を更に5回に分けて　　密となり，果粒の肥大も劣っている。その程度は二DO

処理した場合，BA剤を併用することによって満開1d pp叫こおいて強い傾向がみられた。

日前処理は満開＝8日，及び2D日前処理に比べ，粒着
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第5表　　BA剤の時期別処理効果　　（1972）

項　 目

房　 重 房　 長

果 実 の 肥 大
1 粒

当 り

平 均 重

果　 房　 当　 り
屈 折

計 示 度
区 別　 処 理 時 期＼

縦　 径 横　 径 粒　 数
無 核

果 率

青 果

混 入 率

αA － 1 0 0 ＋　B A － 1 〔】0

5 月 2 5 日

グ dⅦ 珊 c m タ 粒 洛 ′′ 喀

1 5 1．5 12．7 1．6 4 1．4 4 2．0 8 8 8、占 1D D．0 0 1 ス0

5 月 2 5 日 1〔lZ 7 12．2 1，5 1 1，4 0 1．d O 8 2 4 1 0 0．0 0 1 6．0

5 月 2 7 日 8（～．7 12．7 1．2 8 1．2 4 1．10 7鼠4 10 0．0 0 1 8．8

G A － 1 0 0 ＋　B A －2 0 0

5 月 2 5 ［】 1 5 8．1 12．5 1．4占 1．5 4 1．5 7 84 5 1 0 0．0 0 1ヱ0

5 月 2 5日 15 5，5 12 ．5 1．4 4 1．5 2 1．5 8 7 4 8 1 0 0．0 0 相．0

5 月 2 7日 9 鼠0 1 0．0 1．5 8 1．1 7 1．5 6 7 58 9？ 7 0 18．0

O A － 1 0 0

5 月 2 5日 1 5鼠8 14．d 1．5 5 1．4 5 1．6 5 8 か 10 0．0 0 1 7 8

5 月 2 5 日 1 0 0．1 1 2．9 1．5 8 1．5 5 1．1 9 9 0 2 9鼠 9 0 1d J0

5 月 2 7 日 1 2 1．7 1 2．8 1．5 5 1．2 7 1．2 5 10 5．1 10 0．0 0 1 8．4

4　む　　す　　び

アミドシソについては，ジベレリン（第1回，第2

回）処理具に対し，満開20，25日後ごろに2，000倍

液を散布することによって，熟期をそう遅らせること

なく，着色障害防止効果がみられた。

BA剤について，ジベレリンにBA剤（100ppm）

を併用して，満開18，20日前に浸潰処理することに

よって，ジベレリンの処理期の幅を延長することがで

きるばかりでなく，着色障害黒の発生についても防止

効果がみられた。

B A剤処理で着色障善果の防止効果及び処理適期の

拡大を図るには100ppmの濃度でよいように思われる。

スターキング幼果のツユ出し現象について

一　木　　　茂・山　谷　秀　明

（青森県りんご試験場）

1　ま　え　が　き

スターキングの幼果期（8月上旬ころ）に，早朝，

果実表面から水滴状の粘ちェうなツユを分泌すること

がある。この現象はホウ素欠乏による縮果病の初期症

状と類似するところから，その対策として水溶性ホウ

素の葉面散布が実施される場合がある。

しかし，この現象の発生機作，ホウ素との関係につ

いてはほとんど検討されていない。

本報はスターキングのツユ出し現象について，ツユ

壷　に含まれる物質，縮果病との関係について若干の検討

を行った結果である。

2　試．験　方　法

1　ツユの分析

昭和47年6月5日から10日（朝ス00～8．00）に

かけて，各地から毛細管を使用してツユを採集した。

ベーパークロマトグラフィにより予備試験的にツユを

分析した結果，糖が多く認められたので，採集したツ

ユの一定量を水抽出し一定容（25mg）として，一部を

とり濃縮乾国後T M S化し，ガスクロマトグラフィに

より糖を分別定量した。

糖類のT MS化は，W工11工AMSら（1967）の方法

によった。ガスクロマトグラフは島津8C－4BPTF

（FID），カラムは0．5×100のⅣステンレスカラムを使

用した。充塀剤は液相として5帝SE－52を用い，担

体は酸洗クロモソルプW80－100メタシュを使用した。

操作条件はキャリヤーガス（Ⅳ2）20感≡／min，H220

舶′min，空気1ヱ／min，注入温度250℃，カラ

ム温度180℃（単糖類），250℃（二糖類）で行った0

ツユに含まれる各種猿のT MS誘導体のクロマトグラ

ムは第1図のとおりである。


